
日時：令和６年２月１０日（土）
午後１時３０分～３時３０分

講師：日本大学経済学部教授
宮地忠幸先生

場所：東和文化センター

主催：太田西谷区

後援：東和地区区長会 東和塾 東和奥入瀬を守る会
各地区団体長会 二本松市農業委員会
東和方部老人クラブ連合会 東和連合婦人会

集落支援員だより 第３9号

集落支援員だより 発行者 東和地域集落支援員
連絡先 ６６－２４９０
発行日 令和５年1２月２５日（月）

令和５年度集落支援員事業として、 12月10日（日）道の駅ふくしま
東和において、東和支所地域振興課主催で座談会を開催しました。

集落支援員だより 第３９号

プロフィール

宮地忠幸（みやちただゆき）
日本大学経済学部教授
1971年東京都生まれ。専門分野：経済地理学、中山間地域論。
東和地域（旧東和町）とのかかわりは、大学院生時代の1997年に始まる。
前任校（国士舘大学文学部）時代、西谷集落で「国士舘大学西谷学校」
を開校。農業体験や集落行事を通して交流を続けた。

「小規模自治体にみる人口動態の新展開
と農村地域づくりの方向性」

令和５年度二本松市東和地域

地域づくり講演会開催
のお知らせ

※参加希望の方はこちらまでお申し込みください
申込期限：１月２２日（月）
お問い合わせ：東和支所地域振興課 電話：0243-66-2490

みんなで
自分たちの住む
地域について
考えてみませんか？

自分たちがやりたいことで、楽しく地域で仲間づくり
座談会「面白いぞ！東和地域」
～楽しいまちを自分たちで創る～

わくわくトーク

こはたマルシェ幸福論
こはたマルシェ

共同代表 安部章匡さん

みんながやりたいことを
実現

とうわつながるマルシェ
庶務 木丸はる奈さん

地域のみなが一緒にやる
とすごいことが起こる！

木幡地区元気づくり実行委
員会 代表 村松隆一郎さん

地域の中で、既に楽しく活動ている３者から、その取り組みと思いを話してもらいました。夫々個性的です
が、地域での仲間づくりが根底にあり、自分のやりたいこと、みんなのやりたいことを実現させ、幸福な居場
所づくりをしていきたいという思いは同じでした。

座談会
題目

「今、あなたがここでやってみたいことはありますか？」

参加者一人一人の「今あなたがやってみたいこと」を発表してもらいました。既に来年実施の検討を始めている人、
直ぐに取り組めそうな内容もあり、笑顔が広がる、楽しい発表の場になりました。
主な内容は、道の駅をつなぐツーリングイベント、カフェレストラン、竹林整備してキャンプ場、農業体験、交流の
場づくり、区内の交流、竹林山林整備し温泉施設をつくる、ママチャリで東和巡り、「突撃晩ご飯」、キノコ狩り体
験、空き家を活用したシェアハウス、音楽コンサート、新たな郷土食作り、神社仏閣巡り、10代の起業家輩出、島山
公園絶叫アクティビティ、学校会社、東和ディズニーランド構想、東和三山トレッキング等

まとめ

今あなたがやってみたいことを聞きました。それを「東和面白図鑑」にまとめ、無理せず形になるようにしていけれ
ばいい。東和地域の魅力は、地域の自治力が強いこと。行政まかせではなく、自分たちで話し合っていい形にしてい
く。一人一人の暮らし、生産、自然環境、関係人口創出などを、みんなで、つながりの力で良くしていきましょう。

『楽しいまちづくりは＜つながり＞づくりから』
福島大学行政政策学類教授 岩崎由美子さん

※入場無料



杉
内
区
で
は
11
月
26
日

(

日)

集
会
所
に
お
い
て

『
地
域
・
家
族
で
話
し
合

お
う
！
～
防
災
の
こ
と
ゴ

ミ
の
こ
と
～
』
と
題
し
て

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

非
常
食
試
食
体
験
後
、

福
島
県
マ
イ
避
難
推
進
員

の
川
島
氏
か
ら
、
東
日
本

台
風
（
台
風
19
号
）
を
例

に
『
知
っ
て
お
き
た
い
身

近
な
防
災
の
こ
と
』
と
題

し
、
「
マ
イ
避
難
シ
ー

ト
」
の
作
成
、
東
和
地
域

婦
人
会
か
ら
『
青
色
か
ら

透
明
へ
』
ゴ
ミ
分
別
の
話

し
を
聞
き
ま
し
た
。

非
常
食
の
試
食
で
は
、

カ
レ
ー
味
の
ア
ル
フ
ァ
米

を
試
食
し
、
参
加
者
か
ら

は
「
食
べ
ら
れ
る
、
温
か

い
食
事
は
い
い
！
」
と
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
真
剣
に
「
マ
イ
避
難

シ
ー
ト
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
ゴ
ミ
分
別
で
は
、

「
今
ま
で
青
色
の
袋
だ
け

集落支援員だより 第３９号

11
月
12
日
（
日
）
道
の

駅
ふ
く
し
ま
東
和
に
て
、

あ
ぶ
く
ま
ふ
る
さ
と

ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
約
２
０
０
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
地
元
の
方
の
参

加
者
も
多
く
、
急
が
ず
焦

ら
ず
、
自
然
を
堪
能
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
晩
秋
の

東
和
路
を
踏
み
し
め
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

（
取
材
：
菅
野
）

大
野
美
和
子
さ
ん

（
針
道
）

普
段
農
作
業
を
す

る
時
も
移
動
は
軽
ト

ラ
と
、
ほ
ぼ
歩
か
な

い
生
活
を
し
て
い
る

私
で
す
。
何
年
も
続

い
て
い
る
行
事
に
い

つ
か
参
加
し
て
み
た

い
と
、
手
話
サ
ー
ク

ル
の
会
員
や
友
人
と
、

10
㎞
コ
ー
ス
に
参
加

し
ま
し
た
。
大
根
の

収
穫
体
験
は
、
大
根

を
洗
う
水
タ
ン
ク
・

新
聞
紙
・
ビ
ニ
ー
ル

袋
が
準
備
さ
れ
て
い

て
、
地
域
の
方
々
の

ご
苦
労
に
感
謝
し
な

が
ら
道
の
駅
に
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。

お
昼
に
は
、
農
林

21
号
の
お
い
し
い
お

に
ぎ
り
と
、
あ
っ
た

か
い
ざ
く
ざ
く
を
い

た
だ
き
、
心
と
身
体

も
温
ま
り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

あ
ぶ
く
ま
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク

小
林
愛
枝
さ
ん

（
戸
沢
）

9
歳
・
5
歳
の
子

ど
も
と
3
人
で
、
6

㎞
コ
ー
ス
に
参
加
し

ま
し
た
。

出
発
し
て
す
ぐ
に

小
雨
が
降
り
だ
し
、

寒
い
中
で
の
ウ
ォ
ー

ク
で
し
た
が
、
餅
つ

き
や
大
根
の
収
穫
等

の
イ
ベ
ン
ト
に
、
子

ど
も
達
は
大
盛
り
上

が
り
で
し
た
。
東
和

に
住
ん
で
い
て
も
知

ら
な
か
っ
た
、
地
域

の
歴
史
に
つ
い
て
お

話
を
伺
え
た
こ
と
は

貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

思
っ
て
い
た
以
上

に
疲
れ
ま
し
た
が
、

歩
き
終
え
た
後
の
ざ

く
ざ
く
は
、
冷
え
た

体
に
染
み
て
、
最
高

に
お
い
し
か
っ
た
で

す
。来

年
は
天
気
に
恵

ま
れ
る
と
い
い
な
。

シリーズ

さわやかな風

私は自然豊かなこの東和地域に生まれ育ち、幼い頃
から地域のおじいちゃんやおばあちゃん、近所の方と
挨拶を交わしたり触れ合いながら暮らしてきました。
私は写真を撮ったり、温泉へ行くのが好きで、時間

がある休日には出かけることがあります。そこで出逢
う人達は心温かく、「どこからきたの？」と話しかけ
てくれることがあります。それはこの東和地域にも言
えることで、幼い頃から挨拶をすれば返ってくるし、
話かけてくれ、学校帰りには野菜を頂いて帰ったり、
子ども会では親と子だけでなく部落みんなで行ったり、
十夜（善導寺）で腹話術や紙芝居をみたりと地域の交
流が多かったように思います。また、私は少し野菜作
りもしていて近くの畑に行くことがあり、そこでも車
で通る方から道を聞かれ、近所の方もとまって話して
いくことがあります。
今は新型コロナ感染症の影響や子どもの減少による
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東和からの参加者

菅野 恵さん（針道）

-布沢地区棚田の収穫祭開催-
地域ぐるみでの交流でふれあい

～安心して暮らせる地域づくりを！～

マイ避難シートつくりと
ゴミ分別学習で交流

―杉内区―

アルファ米の試食

10
月
29
日

（
日
）
太
田
布
沢

区
恒
例
と
な
っ
た

棚
田
の
収
穫
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

少
し
肌
寒
さ
を
感

じ
ら
れ
る
日
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、

約
１
０
０
名
の
方

が
、
開
催
を
待
ち

望
ん
で
い
た
か
の

よ
う
に
会
場
に
足

を
運
ん
で
お
り
ま

し
た
。
回
を
重
ね

る
ご
と
に
催
し
の

内
容
も
充
実
し
、

今
年
は
新
た
に
棚

田
の
眺
め
と
布
沢

集
落
の
歴
史
探
訪

を
目
的
と
し
た

２
・
６
キ
ロ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
設
定
し
、

参
加
者
は
整
備
さ

れ
た
棚
田
の
眺
望

と
、
布
沢
の
歴
史

に
感
銘
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

（
取
材
：
菅
野
）

久しぶりに顔を合わせて
良かった～！
―五反田区―

ゴミ分別の話を聴く参加者 「マイ避難シート」作成

だ
っ
た
。
透
明
の
袋
を
買

う
よ
う
に
す
る
」
、
「
ゴ

ミ
分
別
ア
プ
リ
が
あ
る
と

い
い
」
と
い
う
提
案
も
あ

り
、
和
や
か
な
交
流
会
で

し
た
。
（
取
材
：
引
地
）

普
段
の
つ
な
が
り
が

助
け
合
い
に
つ
な
が
る

参加者の声
五
反
田
区
で
は,

、
12
月

３
日(

日)

集
会
所
に
お
い

て
、
区
・
中
山
間
直
接
支

払
い
・
水
路
保
全
組
合
共

催
で
、
『
芋
煮
会
に
集

合
！
』
と
題
し
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
男
性
が

中
山
間
と
水
路
の
作
業
を

し
て
い
る
間
に
、
女
性
が

芋
煮
の
準
備
。
芋
煮
を
食

べ
る
前
に
、
ア
ル
フ
ァ
米

が
食
べ
ら
れ
る
ま
で
の
時

間
を
使
い
、
市
社
協
の
渡

辺
さ
ん
か
ら
『
支
え
合
い

の
地
域
づ
く
り
』
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

は
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
、

地
域
の
支
え
合
い
の
た
め

に
は
、
今
回
の
芋
煮
会
の

よ
う
に
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
顔
を
合
わ
せ
る

機
会
が
あ
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
学
び
ま
し
だ
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
女

の
人
達
が
久
し
ぶ
り
に
集

ま
り
、
ワ
イ
ワ
イ
芋
煮
づ

く
り
を
し

て
楽
し
か

っ
た
」
、

「
実
現
出

来
て
良
か

っ
た
」
、

「
健
康
長

寿
の
た
め

に
、
こ
の

よ
う
な
集「うまい！」アルファ米の試食芋煮でおなか一杯に

熱心に『支え合いの地域づくり』を学ぶ

学校の統合によってバス通学もあってか、前ほど声
をかけ交流する機会は減ってきたと感じています。
私は今、高齢者の通う施設で働いてします。施設

に通う高齢者の皆さんは元気でお話好きな方が多い
ように思います。地域で集まる機会も減り「ここに
くるのが楽しみ」と言います。私たちもお話しなが
ら野菜の種のまき時や育て方の工夫、味噌や漬物の
作り方など、昔ながらの手法を学ばせて頂くことが
あります。
最近では東和地域でも「とうわつながるマル

シェ」や「こはたマルシェ」、「夏祭り」もあり、
人と触れ合う機会は戻ってきたように感じます。地
域毎の芋煮会など、お年寄りや子ども達が触れ合う
機会がもう少し増え、地域ぐるみの交流で見守りも
でき、安心して暮らせる地域づくりが出来たらいい
なと思います。

出発してからのコース確認？

さあ、何はともあれ出発だ！！

天候がいまいち・・不参加者が
いない事を祈る

棚田の餅は別格

外で食うのもうまいない！みんなで息を合わせての餅つき

ま
り
を
継
続
し
て
ほ
し

い
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
先
月
結
婚
し
た
ば
か

り
の
ご
夫
婦
も
参
加
し
、

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
取
材
：
引
地
）

冬の食の手仕事漬物
―生漬けたくあんー

紺
野
ハ
ツ
イ
さ
ん
（
戸
沢
）

～
生
漬
け
た
く
あ
ん
の
漬
け
方
～

大
根
10
㎏
に
塩
４
０
０
ｇ

を
入
れ
て
、
水
が
上
が
っ
た

ら
（
４
～
5
日
）
、
ザ
ラ
メ

１
㎏
、
酢
コ
ッ
プ
1
杯
、
35

度
の
焼
酎
コ
ッ
プ
1
杯
、
コ

ガ
ラ
シ
漬
け
の
素
1
袋
の
半

分
、
た
く
あ
ん
の
素
少
々
を

入
れ
て
混
ぜ
漬
け
る
。

『
東
和
』
に
勤
め
て

い
た
時
、
会
社
の
人
に

美
味
し
い
か
ら
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど

も
達
も
美
味
し
い
と
い

う
の
で
、
作
っ
て
持
た

せ
て
や
る
の
が
楽
し
み

で
作
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
：
引
地
）

生漬けたくあん

大
根
収
穫
・
あ
っ
た
か
い

ざ
く
ざ
く
が
最
高
！

ウォーキングの後に食べる
餅が美味しい


